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1.  平成23年3月期第2四半期の連結業績（平成22年4月1日～平成22年9月30日） 

 

(2) 連結財政状態 

  

(1) 連結経営成績（累計） （％表示は、対前年同四半期増減率）

売上高 営業利益 経常利益 四半期純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

23年3月期第2四半期 11,862 56.6 216 ― 203 ― 155 ―
22年3月期第2四半期 7,572 △40.0 △157 ― △180 ― △243 ―

1株当たり四半期純利益
潜在株式調整後1株当たり四半期

純利益
円 銭 円 銭

23年3月期第2四半期 32.09 ―
22年3月期第2四半期 △50.04 ―

総資産 純資産 自己資本比率 1株当たり純資産
百万円 百万円 ％ 円 銭

23年3月期第2四半期 9,495 4,094 43.1 856.85
22年3月期 7,690 4,036 52.5 830.79

（参考） 自己資本   23年3月期第2四半期  4,094百万円 22年3月期  4,036百万円

2.  配当の状況 

（注）当四半期における配当予想の修正有無  無  
 

年間配当金
第1四半期末 第2四半期末 第3四半期末 期末 合計

円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

22年3月期 ― 0.00 ― 1.00 1.00
23年3月期 ― 5.00
23年3月期 

（予想）
― 3.00 8.00

3.  平成23年3月期の連結業績予想（平成22年4月1日～平成23年3月31日） 
（％表示は、対前期増減率）

（注）当四半期における業績予想の修正有無  有   

売上高 営業利益 経常利益 当期純利益
1株当たり当期

純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

通期 22,300 42.7 340 ― 280 ― 200 ― 41.60



(1) 当四半期中における重要な子会社の異動  無  

（注）当四半期会計期間における連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動の有無となります。 

(2) 簡便な会計処理及び特有の会計処理の適用  有  
（注）簡便な会計処理及び四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用の有無となります。 

(3) 会計処理の原則・手続、表示方法等の変更 

（注）「四半期連結財務諸表作成のための基本となる重要な事項等の変更」に記載される四半期連結財務諸表作成に係る会計処理の原則・手続、表
示方法等の変更の有無となります。 

(4) 発行済株式数（普通株式） 

※四半期レビュー手続の実施状況に関する表示 
この四半期決算短信は、金融商品取引法に基づく四半期レビュー手続の対象外であり、この四半期決算短信の開示時点において、金融商品取引法に基
づく四半期財務諸表のレビュー手続は終了していません。 

※業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項 
本資料に記載されている業績見通し等の将来に関する記述は、当社が現在入手している情報及び合理的であると判断する一定の前提に基づいており、
実際の業績等は様々な要因により大きく異なる可能性があります。業績予想の前提となる条件及び業績予想のご利用にあたっての注意事項等について
は、四半期決算短信（添付資料）３ページ「業績予想に関する定性的情報」をご覧ください。 

4.  その他 （詳細は、【添付資料】P.４「その他」をご覧ください。）

新規 ―社 （社名 ）、 除外 ―社 （社名 ）

① 会計基準等の改正に伴う変更 有
② ①以外の変更 無

① 期末発行済株式数（自己株式を含む） 23年3月期2Q 5,158,230株 22年3月期  5,158,230株
② 期末自己株式数 23年3月期2Q  379,482株 22年3月期  299,398株
③ 期中平均株式数（四半期累計） 23年3月期2Q 4,837,347株 22年3月期2Q 4,865,622株
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当第２四半期連結累計期間における経済環境は、中国を中心とするアジア諸国経済の堅調な成長によ

る輸出の増加、政府の経済対策の効果により、企業収益および個人消費が改善し、景気持ち直しの動き

が見られたものの、急激な円高進行、欧州の不安定な経済状況、米国経済の回復の遅れなどへの懸念か

ら、景気動向は依然予断を許さない状況となっております。 

 半導体及び半導体関連電子機器市場については、国内ではエコカー補助金の期間終了に向けた駆け込

み需要による自動車向け電子機器の特需、2011年の完全地デジ化、エコポイント制度効果によるデジタ

ルＴＶ・チューナーの好調があったほか、中国をはじめとする新興市場向けの電子機器需要が堅調に推

移しました。 

 このような状況下、当社グループは、2010年6月に中期経営計画を策定し、「顧客密着型商社」「リ

ージョン別機能の先鋭化」「新時代に向けた商材提供、アプリケーション開拓・開発支援」を戦略とし

て掲げ、新しい商材の開拓、日本とアジアを網羅するサポート体制の構築、エコロジーを中心とする新

しいアプリケーション分野の開拓に注力し、次代を支える新たなビジネス創出に取り組んでまいりまし

た。  

 従来からの継続ビジネスについては、民生機器分野において、デジタルＴＶ・チューナー等を中心と

するＡＶ機器向けに当社の主力商品であるアナログＩＣが堅実に推移したほか、アミューズメント機器

向けに各種センサー類が需要を伸ばし、業績に大きく貢献しました。 

 この結果、当第２四半期連結累計期間の売上高は、118億62百万円（前年同期比56.6％増）となりま

した。  

 損益につきましては、営業利益2億16百万円（前年同期は営業損失1億57百万円）、経常利益2億3百万

円（前年同期は経常損失1億80百万円）、四半期純利益1億55百万円（前年同期は四半期純損失2億43百

万円）となりました。  

 売上高をアプリケーション分野別に見ますと、アミューズメント機器向け、デジタルＴＶ・チューナ

ー向けを原動力に民生機器分野が大幅に伸長したほか、画像処理装置、汎用センサー等の産業機器分野

が好調に推移しました。 

  

総資産は、前連結会計年度末と比較し18億5百万円増加し、94億95百万円となりました。これは主と

して、売上債権、たな卸資産の増加によるものであります。  

 負債は、前連結会計年度末と比較し17億47百万円増加し、54億1百万円となりました。これは主とし

て、仕入債務、短期借入金の増加によるものであります。  

 純資産は、40億94百万円となり、自己資本比率は43.1％となりました。  

（キャッシュ・フロー）  

 当第２四半期連結会計期間末における現金及び現金同等物は、前連結会計年度末と比較して86百万円

増加し、8億37百万円となりました。  

各キャッシュ・フローの状況とそれらの要因は次のとおりであります。  

（営業活動によるキャッシュ・フロー）  

 営業活動によるキャッシュ・フローは、税金等調整前四半期純利益1億95百万円、仕入債務の増加等

がありましたが、売上債権、たな卸資産の増加等により、10億94百万円の支出となりました。  

1. 当四半期の連結業績等に関する定性的情報

(1) 連結経営成績に関する定性的情報

(2) 連結財政状態に関する定性的情報
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（投資活動によるキャッシュ・フロー）  

 投資活動によるキャッシュ・フローは、固定資産の取得等により、17百万円の支出となりました。  

（財務活動によるキャッシュ・フロー）  

 財務活動によるキャッシュ・フローは、短期借入金の増加等により、12億24百万円の収入となりまし

た。 

  

今後の市場環境につきましては、急激な円高進行による輸出企業の収益の悪化や中国をはじめとする

新興国経済の拡大のテンポが鈍化する懸念等から、依然不透明な状況が続くものと思われますが、当社

グループは、中期経営計画に掲げる戦略を確実に実行し、既存ビジネスの充実、新規ビジネスの創出に

邁進する所存です。  

 つきましては、上述の第２四半期連結累計期間の業績を反映する形で、平成23年３月期の業績予想を

次のとおり修正いたします。  

 通期連結業績といたしましては、売上高223億円、営業利益3億40百万円、経常利益2億80百万円、当

期純利益2億円を予定しております。 

  

(3) 連結業績予想に関する定性的情報
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該当事項はありません。 

  

①棚卸資産の評価方法 

 棚卸資産の簿価切下げに関しては、収益性の低下が明らかなものについてのみ正味売却価額を見積

り、簿価切下げを行う方法によっております。 

②法人税等並びに繰延税金資産及び繰延税金負債の算定方法 

 法人税等の納付税額の算定に関しては、加味する加減項目や税額控除項目を重要なものに限定する方

法によっております。繰延税金資産の回収可能性の判断に関しては、前連結会計年度末以降に経営環境

等、かつ、一時差異等の発生状況に著しい変化がないと認められるので、前連結会計年度において使用

した将来の業績予測やタックス・プランニングを利用する方法によっております。 

  

資産除去債務に関する会計基準の適用 

 当第１四半期連結会計期間より、「資産除去債務に関する会計基準」（企業会計基準第18号 平成20

年3月31日）及び「資産除去債務に関する会計基準の適用指針」（企業会計基準適用指針第21号 平成20

年3月31日）を適用しております。 

 これにより、営業利益、経常利益がそれぞれ564千円減少し、税金等調整前四半期純利益が8,042千円

減少しております。 

  

該当事項はありません。 

2. その他の情報

(1) 重要な子会社の異動の概要

(2) 簡便な会計処理及び特有の会計処理の概要

(3) 会計処理の原則・手続、表示方法等の変更の概要

(4) 継続企業の前提に関する重要事象等の概要
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3.四半期連結財務諸表 
 (1)四半期連結貸借対照表 

（単位：千円）

当第２四半期連結会計期間末
(平成22年９月30日) 

前連結会計年度末に係る 
要約連結貸借対照表 
(平成22年３月31日) 

資産の部   

流動資産   

現金及び預金 837,550 751,541

受取手形及び売掛金 4,960,135 3,634,536

商品 2,977,019 2,590,509

その他 226,643 170,745

貸倒引当金 △3,765 △2,946

流動資産合計 8,997,584 7,144,387

固定資産   

有形固定資産   

土地 1,684 1,684

その他（純額） 24,472 22,689

有形固定資産合計 26,157 24,374

無形固定資産   

ソフトウエア 82,439 117,236

その他 5,168 5,168

無形固定資産合計 87,608 122,405

投資その他の資産   

投資有価証券 109,424 114,546

敷金及び保証金 79,340 87,449

投資不動産（純額） 194,146 194,907

その他 3,142 2,978

貸倒引当金 △1,575 △846

投資その他の資産合計 384,477 399,035

固定資産合計 498,242 545,815

資産合計 9,495,826 7,690,203

負債の部   

流動負債   

支払手形及び買掛金 1,754,298 1,169,946

短期借入金 3,375,620 2,269,801

未払法人税等 41,632 22,136

賞与引当金 79,359 60,925

その他 114,837 98,683

流動負債合計 5,365,748 3,621,493

固定負債   

負ののれん 20,893 24,375

その他 14,513 7,644

固定負債合計 35,407 32,020

負債合計 5,401,155 3,653,513
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（単位：千円）

当第２四半期連結会計期間末
(平成22年９月30日) 

前連結会計年度末に係る 
要約連結貸借対照表 
(平成22年３月31日) 

純資産の部   

株主資本   

資本金 1,051,740 1,051,740

資本剰余金 1,439,295 1,439,295

利益剰余金 1,832,246 1,681,895

自己株式 △106,223 △86,365

株主資本合計 4,217,059 4,086,565

評価・換算差額等   

その他有価証券評価差額金 5,003 9,728

為替換算調整勘定 △127,390 △59,604

評価・換算差額等合計 △122,387 △49,875

純資産合計 4,094,671 4,036,689

負債純資産合計 9,495,826 7,690,203
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 (2)四半期連結損益計算書 
  第２四半期連結累計期間 

（単位：千円）

前第２四半期連結累計期間 
(自 平成21年４月１日 
 至 平成21年９月30日) 

当第２四半期連結累計期間 
(自 平成22年４月１日 
 至 平成22年９月30日) 

売上高 7,572,785 11,862,453

売上原価 6,790,737 10,667,207

売上総利益 782,048 1,195,246

販売費及び一般管理費 939,288 978,374

営業利益又は営業損失（△） △157,239 216,872

営業外収益   

受取利息 173 85

受取配当金 517 587

為替差益 － 4,295

投資不動産賃貸料 4,026 4,800

金利スワップ評価益 4,910 －

負ののれん償却額 3,482 3,482

その他 2,650 3,996

営業外収益合計 15,760 17,247

営業外費用   

支払利息 28,702 25,774

為替差損 5,838 －

その他 4,528 5,026

営業外費用合計 39,070 30,801

経常利益又は経常損失（△） △180,549 203,318

特別損失   

事業構造改善費用 41,777 －

資産除去債務会計基準の適用に伴う影響額 － 7,477

特別損失合計 41,777 7,477

税金等調整前四半期純利益又は税金等調整前四半期
純損失（△）

△222,326 195,840

法人税、住民税及び事業税 20,399 30,352

法人税等調整額 728 10,277

法人税等合計 21,127 40,629

少数株主損益調整前四半期純利益 － 155,210

四半期純利益又は四半期純損失（△） △243,454 155,210
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  第２四半期連結会計期間 
（単位：千円）

前第２四半期連結会計期間 
(自 平成21年７月１日 
 至 平成21年９月30日) 

当第２四半期連結会計期間 
(自 平成22年７月１日 
 至 平成22年９月30日) 

売上高 4,057,098 6,557,835

売上原価 3,593,950 5,930,601

売上総利益 463,148 627,233

販売費及び一般管理費 467,790 498,847

営業利益又は営業損失（△） △4,642 128,385

営業外収益   

受取利息 103 44

受取配当金 106 136

為替差益 － 1,743

投資不動産賃貸料 2,400 2,400

金利スワップ評価益 3,027 －

負ののれん償却額 1,741 1,741

その他 1,347 3,649

営業外収益合計 8,726 9,715

営業外費用   

支払利息 15,450 14,487

為替差損 2,841 －

その他 1,014 2,275

営業外費用合計 19,306 16,763

経常利益又は経常損失（△） △15,222 121,338

特別損失   

事業構造改善費用 41,777 －

特別損失合計 41,777 －

税金等調整前四半期純利益又は税金等調整前四半期
純損失（△）

△57,000 121,338

法人税、住民税及び事業税 12,703 13,508

法人税等調整額 1,257 599

法人税等合計 13,961 14,107

少数株主損益調整前四半期純利益 － 107,230

四半期純利益又は四半期純損失（△） △70,962 107,230
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 (3)四半期連結キャッシュ・フロー計算書 
（単位：千円）

前第２四半期連結累計期間 
(自 平成21年４月１日 
 至 平成21年９月30日) 

当第２四半期連結累計期間 
(自 平成22年４月１日 
 至 平成22年９月30日) 

営業活動によるキャッシュ・フロー   

税金等調整前四半期純利益又は税金等調整前四半
期純損失（△）

△222,326 195,840

減価償却費 50,843 49,317

負ののれん償却額 △3,482 △3,482

貸倒引当金の増減額（△は減少） △12,930 1,548

賞与引当金の増減額（△は減少） － 18,434

受取利息及び受取配当金 △691 △672

支払利息 28,702 25,774

為替差損益（△は益） △27,170 △44,480

売上債権の増減額（△は増加） △726,305 △1,532,478

たな卸資産の増減額（△は増加） 286,760 △463,515

未収入金の増減額（△は増加） 98,892 △66,843

預り金の増減額（△は減少） △241,385 △1,444

仕入債務の増減額（△は減少） 451,499 738,728

未払金の増減額（△は減少） △7,632 10,824

その他 18,309 8,443

小計 △306,915 △1,064,005

利息及び配当金の受取額 691 672

利息の支払額 △24,832 △24,863

法人税等の支払額 △8,279 △6,056

営業活動によるキャッシュ・フロー △339,337 △1,094,252

投資活動によるキャッシュ・フロー   

有形固定資産の取得による支出 △8,619 △7,535

無形固定資産の取得による支出 △2,975 △8,334

投資有価証券の取得による支出 △2,925 △2,845

その他 △1,940 1,027

投資活動によるキャッシュ・フロー △16,461 △17,687

財務活動によるキャッシュ・フロー   

短期借入金の純増減額（△は減少） 560,100 1,249,562

自己株式の取得による支出 △4,511 △19,857

配当金の支払額 △812 △5,052

財務活動によるキャッシュ・フロー 554,776 1,224,652

現金及び現金同等物に係る換算差額 △19,480 △26,702

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） 179,498 86,008

現金及び現金同等物の期首残高 630,121 751,541

現金及び現金同等物の四半期末残高 809,619 837,550
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該当事項はありません。 

  

該当事項はありません。 

  

(4) 継続企業の前提に関する注記

(5) 株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記
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